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◆
出
生
祝
金
支
給
条
例
の
廃
止

Ｑ　

出
生
祝
金
の
支
給
実
績
は
。
少

子
化
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
時

期
に
廃
止
す
る
理
由
は
。

Ａ　

昭
和
48
年
度
か
ら
平
成
５
年
度

ま
で
千
円
を
、
平
成
６
年
度
か
ら
五

千
円
を
支
給
し
て
き
た
。
平
成
18
年

度
ま
で
の
支
給
実
績
は
５
万
６
５
６

６
人
に
対
し
、
約
１
億
２
８
１
６
万

円
で
あ
る
。
廃
止
理
由
は
予
算
を
有

効
活
用
し
、
現
在
の
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

今
後
求
め
ら
れ
る
福
祉
施
策
の

充
実
の
た
め
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
新
た
に
予
定
す
る
施
策
は
。

Ａ　

今
後
、
乳
幼
児
医
療
費
制
度
を

拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　

反
対
討
論

　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

◆
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

地
区
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
発
展

さ
せ
て
い
く
方
向
性
は
。

Ａ　

必
要
な
手
続
き
を
１
カ
所
で
済

ま
す
こ
と
が
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
す
る
施
設
を
目

指
し
て
い
る
。

Ｑ　

出
張
所
を
地
区
セ
ン
タ
ー
に
統

合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
地
区
セ
ン
タ

ー
の
事
務
分
掌
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。
公
民
館
は
社
会
教
育

法
に
基
づ
く
施
設
だ
が
、
地
区
セ
ン

タ
ー
と
の
関
係
は
。

Ａ　

事
務
分
掌
に
お
い
て
必
要
な
事

項
は
規
則
で
定
め
て
い
く
。
公
民
館

は
公
民
館
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て

い
く
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
地
区
セ

ン
タ
ー
も
把
握
し
て
い
く
。

◆
一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

Ｑ　

課
長
へ
の
説
明
方
法
と
内
容
は
。

Ａ　

課
長
会
議
で
副
市
長
が
説
明
し
、

協
力
を
お
願
い
し
た
。
内
容
的
に
は
、

現
在
の
良
好
な
財
政
状
況
は
法
人
市

民
税
の
好
調
さ
に
起
因
す
る
も
の
で
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
を
着
実

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

旨
を
説
明
し
た
。

Ｑ　

給
与
減
額
が
仕
事
へ
の
意
欲
低

下
を
招
か
な
い
か
。
今
回
の
減
額
に

よ
る
財
政
削
減
効
果
は
。
ま
た
、
主

幹
職
以
下
の
給
与
減
額
は
。

Ａ　

課
長
の
理
解
を
得
た
上
で
減
額

す
る
も
の
で
、
意
欲
低
下
は
な
い
と

考
え
る
。
削
減
額
は
平
成
21
年
６
月

ま
で
の
４
回
の
支
給
合
計
で
約
５
９

９
８
万
円
、
１
人
当
た
り
で
は
約
64

万
円
と
試
算
し
て
い
る
。
ま
た
、
主

幹
職
以
下
の
減
額
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

今
年
の
人
事
院
勧
告
の
内
容
は
。

ま
た
、
給
与
減
額
に
は
課
長
の
立
場

か
ら
反
対
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
。

Ａ　

勧
告
内
容
は
官
民
格
差
是
正
の

た
め
、
公
務
員
の
勤
勉
手
当
、
扶
養

手
当
等
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も

の
だ
が
、
減
額
は
行
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
行
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
課
長
か
ら
意
見
を
聞
く
期
間

も
説
明
後
に
は
設
け
て
い
る
。

Ｑ　

職
員
給
与
を
減
額
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
、
当
市
の
財
政
は
ひ

っ
迫
し
て
い
る
の
か
。
狭
山
市
駅
西

口
地
区
整
備
事
業
も
影
響
し
て
い
る

の
で
は
。

Ａ　

西
口
地
区
整
備
事
業
は
総
合
振

興
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
あ
り
、
現

在
の
財
政
は
健
全
で
あ
る
が
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

し
て
い
く
た
め
、
市
の
姿
勢
、
内
部

努
力
と
し
て
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

今
回
の
減
額
は
、
将
来
の
高
齢

社
会
、
行
政
需
要
へ
の
取
り
組
み
と

も
と
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Ａ　

不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

将
来
に
向
け
た
計
画
を
立
て
、
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
市
立
幼
稚
園
授
業
料
徴
収
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

減
免
基
準
の
所
得
割
課
税
額
を

改
正
し
な
い
場
合
の
影
響
は
。

Ａ　

平
成
18
年
度
の
減
免
対
象
者
は

７
人
で
あ
っ
た
が
、
改
正
し
な
い
と

約
半
数
が
対
象
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。

Ｑ　

減
免
対
象
に
な
る
方
の
年
間
所

得
と
減
免
後
の
授
業
料
は
。

Ａ　

年
間
所
得
は
４
人
家
族
で
試
算

す
る
と
３
０
０
万
円
以
下
に
な
る
。

授
業
料
は
年
間
で
所
得
割
課
税
額
が

１
万
円
以
下
の
場
合
１
万
３
３
３
３

円
、
１
万
円
を
超
え
て
２
万
円
以
下

の
場
合
５
千
円
の
減
額
に
な
る
。

◆
児
童
館
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

す
べ
て
の
児
童
館
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
が
管
理
運

営
す
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
か
。

Ａ　

支
障
が
な
い
よ
う
、
子
育
て
支

援
課
を
中
心
に
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ　

指
導
監
督
し
て
い
く
体
制
は
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
用
の
動
画
ソ

フ
ト
も
指
定
管
理
者
に
使
用
さ
せ
て

い
く
の
か
。

Ａ　

定
期
的
な
報
告
書
提
出
を
求
め

て
い
く
ほ
か
、
施
設
で
の
指
導
監
督

も
行
っ
て
い
く
。
動
画
ソ
フ
ト
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
児
童
館
内
で
の
上

映
に
限
り
、
原
作
者
か
ら
了
解
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

中
央
、
第
四
児
童
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
議
案
を
含
む
、
す

べ
て
の
議
案
を
審
議
の
結
果
、
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
定
管
理
者
制
度
を
第
二
、
第
三
児
童

館
に
導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
す
べ
て
の
児

童
館
が
民
間
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成　

年　

月
定
例
会

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

今
年
４
月
か
ら

　

  
す
べ
て
の
児
童
館
が
民
間
運
営
に

平
成
20
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、
出

生
児
１
人
に
つ
き
５
千
円
支
給
し
て

い
る
祝
金
を
廃
止
す
る
も
の
。

平
成
19
年
12
月
か
ら
、
課
長
職
に
あ

る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当

を
12
％
減
額
す
る
も
の
。

税
制
改
正
で
授
業
料
減
免
の
対
象
外

に
な
る
方
が
な
い
よ
う
、
減
免
基
準

の
所
得
割
課
税
額
を
１
万
円
か
ら
２

万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
。

平
成
20
年
度
か
ら
出
張
所
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
地
区
セ
ン
タ
ー

に
統
合
す
る
も
の
。

平
成
20
年
度
か
ら
中
央
児
童
館
、
第

四
児
童
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

　
　

19 　

12
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◆
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

社
会
福
祉
審
議
会
で
の
意
見
は
。

白
寿
祝
金
が
10
万
円
か
ら
３
万
円
と

大
幅
に
減
額
さ
れ
る
理
由
は
。
ま
た
、

改
正
に
よ
る
平
成
20
年
度
削
減
額
は
。

Ａ　

審
議
会
で
反
対
意
見
は
な
か
っ

た
が
、
喜
寿
祝
金
で
は
な
く
傘さ

ん
じ
ゅ寿
祝

金
を
廃
止
し
て
は
と
い
う
意
見
は
あ

っ
た
。
白
寿
祝
金
の
支
給
額
は
近
隣

市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
減
額
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
削
減
額
は
約

２
３
９
４
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

Ｑ　

改
正
に
至
る
経
緯
は
。
家
族
へ

の
慰
労
金
を
検
討
す
る
と
も
聞
く
が
、

そ
の
実
施
時
期
は
。

Ａ　

対
象
者
、
支
給
総
額
と
も
大
幅

な
増
加
が
見
込
ま
れ
、
見
直
し
が
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
同
居
家
族
へ
の
報
償

制
度
は
平
成
20
年
４
月
か
ら
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

支
給
要
件
を
市
内
在
住
期
間
２

年
以
上
と
し
た
理
由
は
。

Ａ　

近
隣
市
で
も
同
様
の
在
住
期
間

を
設
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

◆
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可

等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正Ｑ　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
住

宅
建
築
の
開
発
許
可
基
準
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
の
親
族
要
件
を
６
親
等

内
に
緩
和
す
る
が
、
今
後
の
審
査
事

務
の
在
り
方
は
。
ま
た
、
親
族
の
居

住
地
要
件
も
隣
接
市
ま
で
拡
大
す
る

が
、
隣
接
市
の
条
例
も
同
様
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

審
査
は
従
来
通
り
、
厳
正
に
行

っ
て
い
く
。
条
例
を
制
定
し
て
い
な

い
所
沢
市
を
除
き
、
隣
接
市
の
要
件

は
同
様
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

指
定
業
者
が
応
募
者
の
中
で
一

番
高
い
評
価
を
得
た
理
由
は
。
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る
財
政
削
減

効
果
は
。

Ａ　

施
設
の
運
営
、
維
持
管
理
等
の

提
案
を
総
合
的
に
評
価
し
た
結
果
で

あ
る
。
削
減
効
果
と
し
て
は
、
平
成

20
年
度
で
約
５
３
５
万
円
の
削
減
を

見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

安
全
管
理
の
体
制
は
。

Ａ　

安
全
対
策
に
は
万
全
を
期
し
て

い
る
。
特
に
プ
ー
ル
に
関
し
て
は
、

具
体
的
な
安
全
点
検
方
法
を
指
示
し

て
お
り
、
管
理
者
側
に
お
い
て
も
救

急
救
命
講
習
修
了
者
な
ど
有
資
格
者

を
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

指
導
監
督
し
て
い
く
方
法
は
。

Ａ　

定
期
的
な
報
告
書
提
出
を
求
め

て
い
く
ほ
か
、
施
設
で
の
指
導
監
督

も
行
っ
て
い
く
。
特
に
プ
ー
ル
開
業

期
間
は
毎
日
出
向
い
て
い
く
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

市
内
四
児
童
館
の
う
ち
三
児
童

館
を
同
じ
指
定
管
理
者
が
運
営
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
管
理
者
側
の
職
員

体
制
は
。
ま
た
、
管
理
者
が
提
案
書

通
り
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め

の
指
導
は
。

Ａ　

現
状
の
中
央
児
童
館
と
同
様
の

職
員
数
が
配
置
さ
れ
る
。
事
業
の
実

施
状
況
も
確
認
し
て
い
く
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
は
財
政
削
減
効
果

を
一
番
見
込
め
る
業
者
を
指
定
し
て

い
る
の
か
。
今
回
の
指
定
業
者
は
、

第
二
、
第
三
児
童
館
の
指
定
を
受
け

る
際
の
提
案
事
業
が
一
部
未
実
施
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
減
点
は

し
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ　

選
定
は
削
減
効
果
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
行
っ
て
い
る
。

一
部
提
案
事
業
が
未
実
施
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
問
題
は
な
く
、

良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
応
募
し
て

い
た
が
、
今
後
、
市
内
団
体
を
活
用

し
て
い
く
考
え
は
。
ま
た
、
児
童
館

４
館
の
う
ち
第
四
児
童
館
だ
け
違
う

団
体
が
運
営
す
る
こ
と
で
の
支
障
は
。

Ａ　

今
回
、
選
定
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
も
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
運
営
団
体
が
違
っ
て
も
、
競

争
や
情
報
交
換
に
よ
っ
て
、
良
い
児

童
館
運
営
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

◆
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量
調
査
の
結

果
と
、
そ
れ
に
伴
う
除
去
作
業
は
。

Ａ　

31
施
設
を
調
査
し
、
基
準
値
を

超
え
た
の
は
５
施
設
で
、
今
回
の
補

正
で
も
除
去
作
業
を
実
施
し
て
い
く
。

◆
特
定
事
業
契
約
の
締
結

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
…
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
民

間
の
資
金
、
経
営
能
力
等
を
活
用
し
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
事
業
。

Ｑ　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
決
定
時
と
業
者
決

定
時
で
の
削
減
効
果
見
込
み
額
は
。

契
約
後
の
指
導
監
督
方
法
は
。

Ａ　

削
減
効
果
は
当
初
10
・
１
％
と

見
込
ん
で
い
た
が
、
落
札
金
額
か
ら

は
17
％
に
な
っ
た
。
指
導
監
督
方
法

と
し
て
は
、
経
営
状
況
を
確
認
し
、

業
務
の
適
正
な
履
行
確
保
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
新
し
い
学
校
給
食
セ

平
成
20
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、
喜

寿
（
77
歳
）
祝
金
を
廃
止
し
、
傘さ

ん
じ
ゅ寿

（
80
歳
）、米
寿（
88
歳
）、白
寿（
99
歳
）

祝
金
の
支
給
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万

円
、
２
万
円
、
３
万
円
に
減
額
す
る

も
の
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
狭
山
台
体
育

館
・
プ
ー
ル
）
の
指
定
管
理
者
に
㈱

後
楽
園
ス
ポ
ー
ツ
を
指
定
す
る
も
の
。

中
央
児
童
館
の
指
定
管
理
者
に
㈱
日

本
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
指
定
す
る
も
の
。

第
四
児
童
館
（
水
野
地
内
）
の
指
定

管
理
者
に
企
業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー

事
業
団
を
指
定
す
る
も
の
。

第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業

に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
す
る
た
め
、

特
定
事
業
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

中央児童館

第四児童館

（ 2 ）（ 3 ）



■■■

■■■■■■■■

■■■

Ａ　

学
校
と
協
議
の
上
、
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

他
市
に
お
け
る
車
道
を
狭
め
る

た
め
の
ポ
ー
ル
幅
は
。

Ａ　

２
ｍ
幅
で
設
け
て
い
る
市
も
あ

る
が
、
消
防
車
、
ご
み
収
集
車
が
通

れ
る
よ
う
２
・
６
ｍ
と
し
た
。

議 

員 

提 

出 

議 

案

◆
悪
徳
商
法
被
害
を
な
く
す
た
め
の

割
賦
販
売
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員　

栗　

原　
　
　

武

ン
タ
ー
に
は
栄
養
士
を
含
む
市
職
員

を
配
置
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

柏
原
小
学
校
へ
の
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
に
際
し
、
近
隣
住
民
と
の
最

後
の
話
し
合
い
の
内
容
は
。

Ａ　

近
隣
の
方
々
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
臭
い
や
交
通
問
題
等
へ
の
対
策
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
交
通
問
題

と
な
る
配
送
車
両
の
経
路
は
、
学
校

北
側
の
道
路
を
利
用
す
る
よ
う
将
来

に
わ
た
っ
て
指
導
し
て
い
く
。

Ｑ　

第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

員
の
今
後
の
配
置
は
。
新
し
い
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

Ａ　

正
規
調
理
員
は
、
第
二
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
異
動
に
な
る
。
臨
時

調
理
員
は
、
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
に
勤
務
す
る
方
も
含
め
、
新
し
い

給
食
セ
ン
タ
ー
で
積
極
的
に
雇
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
障
害
者
の
雇
用
は
。

Ａ　

配
慮
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

◆
市
道
路
線
の
認
定︵
入
間
川
地
内
︶

Ｑ　

地
域
住
民
の
要
望
通
り
に
車
両

通
行
止
め
に
し
た
上
で
路
線
認
定
で

き
な
い
か
。
住
民
説
明
会
の
状
況
や

通
過
交
通
対
策
は
。
ま
た
、
個
人
施

行
で
道
路
が
新
設
さ
れ
た
理
由
は
。

Ａ　

用
地
の
形
状
か
ら
車
両
が
通
る

道
路
に
す
べ
き
と
判
断
し
た
。
説
明

会
を
４
回
実
施
し
、
住
民
の
ご
理
解

を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。
通

過
車
両
を
極
力
排
除
す
る
た
め
、
車

道
を
狭
め
、
今
後
、
更
な
る
対
策
を

考
え
て
い
く
。
ま
た
、
個
人
施
行
で

新
設
さ
れ
た
理
由
は
、
市
の
道
路
整

備
が
住
民
要
望
か
ら
中
断
し
て
い
た

が
、
土
地
所
有
者
に
土
地
活
用
の
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
自
費
で
の
道
路

新
設
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

説
明
会
で
住
民
の
理
解
を
い
た

だ
い
た
と
言
う
が
、
出
席
者
で
理
解

し
た
方
は
い
た
の
か
。

Ａ　

説
明
会
で
確
認
し
た
上
、
自
治

会
等
に
も
提
案
で
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
は
理
解
を
い
た
だ
い

た
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

小
学
校
の
通
学
路
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
子
供
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

悪
徳
商
法
被
害
を
な
く
す
た
め
の

　
　
　
　

割
賦
販
売
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
（
要
約
）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
（
割
賦
販
売
）
は
、
代
金
後
払
い
で
商
品
が
購
入
で
き

る
利
便
性
に
よ
り
消
費
者
に
広
く
普
及
し
、
現
代
社
会
で
は
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
契
約
書
型
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
※
）
は
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る

強
引
・
悪
質
な
販
売
方
法
と
結
び
つ
き
、
高
額
か
つ
深
刻
な
被
害
を
引

き
起
こ
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

悪
質
商
法
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
過
剰
与
信
や
不
適

正
与
信
を
な
く
す
こ
と
、
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
責
任
に
お
い
て

被
害
の
防
止
と
取
引
適
正
化
を
実
現
す
る
法
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
、
割
賦
販
売
法
改
正
に
あ
た
っ
て
左
記
事
項

の
施
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

１
〔
実
効
的
な
過
剰
与
信
防
止
規
定
〕

　

顧
客
の
支
払
い
能
力
を
超
え
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
過
剰
与
信

が
で
き
な
い
よ
う
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
対
し
て
実
効
性
の
あ
る

制
限
を
設
け
る
こ
と
。

２
〔
不
適
正
与
信
防
止
義
務
と
既
払
金
返
還
責
任
〕

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
は
、
悪
質
商
法
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
使
わ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
義
務
と
支
払
っ
た
代
金
の
返
還
に
つ
い
て
、
販
売
業

者
と
同
じ
責
任
を
持
た
せ
る
こ
と
。

３
〔
契
約
書
型
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
開
業
規
制
〕

　

契
約
書
型
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
者
に
も
登
録
制
な
ど
の
規
制
を
設

け
る
こ
と
。

※
契
約
書
型
ク
レ
ジ
ッ
ト
…
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
せ
ず
、
商
品

　

を
購
入
す
る
た
び
に
契
約
書
を
つ
く
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
こ
と
。

◆
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
改
正

◆
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

◆
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
平
成
19
年
度
特
別
会
計
（
下
水
道
事
業
・
老
人
保
健
）・
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

◆
鵜
ノ
木
雨
水
幹
線
築
造
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結

◆
財
産
の
取
得
（
堀
兼
・
上
赤
坂
の
森
保
全
整
備
事
業
用
地
）

◆
市
道
路
線
の
認
定
（
２
件
）・
廃
止
（
３
件
）

　

そ
の
ほ
か
の
議
案
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　平成19年 12月定例会初日、継続審査になっていた平成18年度
一般会計決算議案について、決算特別委員会の審査結果が要望指摘事
項を付して報告され、採決の結果、原案のとおり認定いたしました。
反対討論　大沢えみ子議員
賛成討論　高橋ブラクソン久美子議員

要望指摘事項（要約）
１　狭山市駅東口自転車駐車場について、利用料金等を検討し、利用者の拡大に努められたい。
２　プログラム作成委託料やシステム保守委託料については、委託金額の妥当性を高められたい。
３　仕事の専門性を高めていくため、全国の先進事例を学べる職員研修の機会を設けられたい。
４　障害者自立支援法への移行に伴い、利用者の実態調査を実施するとともに、現在認可を受けていない小
規模作業所などが新体系へ速やかに移行できるよう支援されたい。
５　心身障害者医療費の支給方法については、窓口払い廃止の方向で検討されたい。
６　保育所及び学童保育室については、待機児童が生じないよう定員の拡充及び施設の更新を実施されたい。
７　生活保護を受給している母子家庭に対しては、就労支援事業や自立支援教育訓練を活用し、自立できる
よう推進されたい。
８　小児科救急医療病院群輪番制の構築に向け、広い範囲で施策を検討されたい。
９　チャレンジショップについては、入居店舗情報を積極的に市民にＰＲするとともに、より目立つ場所へ
の移動も検討されたい。

10　身近な公園の整備の際は、子どもにとって魅力あるものとすると同時に、高齢者に配慮した空間の整備
を併せて検討されたい。

11　赤坂の森公園多目的グランドについては、使用方法、管理方法の考え方を抜本的に再検討されたい。
12　東京狭山線の早期整備に向け、市が地域等の先頭に立ち強力に推進されたい。
13　都市計画道路の整備については、位置の変更等、柔軟性を持った対応をされたい。
14　災害時の災害弱者安否確認については、自主防災組織と併せ、地区ごとの独自の調査の必要性を周知し
て、体制づくりに取り組まれたい。

15　幼稚園、小中学校の教室内における暑さ対策については、現状を調査し、早急に対処されたい。
16　公民館等の建て替えについては、高齢者、障害者に配慮した施設整備の計画策定に努められたい。
17　過去の決算特別委員会における要望指摘事項のうち、未処理の事項については、早急に対処されたい。

防衛局等へ要望書を提出

　狭山市議会は、平成19年 10月 17日に
北関東防衛局、入間基地を訪ね、要望書を提
出しました。

要望事項（要約）
１　特定防衛施設周辺整備調整交付金の増額
２　住宅防音工事の拡充、改善
３　住宅防音工事の対象区域拡大
４　安全飛行の徹底と飛行回数の削減
５　連続離着陸飛行訓練及びエンジンテスト
の制限

６　低音が持続するヘリコプターの飛行騒音
への配慮

７　ＰＡＣ３の安全管理の徹底
８　入間基地内各施設の安全管理の徹底
９　入間基地に係る十分な情報の事前提供

志 政 会

（9名）
◎田　村　秀　二
　新　良　守　克
　町　田　昌　弘
　小谷野　　剛　
　東　山　　徹　
　中　村　正　義
　尾　崎　忠　也
　岩　田　三　司
　吉　沢　永　次

◎は会派代表者

公 明 党

（4名）
◎渡　辺　智　昭
　加賀谷　　勉　
　齋　藤　　誠　
　磯　野　和　夫

未来フォーラム

（4名）
◎手　島　秀　美
　伊　藤　　彰
　三　浦　和　也
　栗　原　　武　

日本共産党

（3名）
◎広　森　すみ子
　大　沢　えみ子
　猪　股　嘉　直

市 民 21

（2名）
◎中　川　　浩
　田　中　寿　夫

無 所 属

（2名）
高橋ブラクソン久美子
大　島　政　教

平成 18 年度一般会計決算を認定

会　派　名　簿
平成19年12月21日現在
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